
第 51 回北海道⽀部例会 
  会期：平成 29 年 10 ⽉ 8 ⽇（⽇）15:00〜17:30 
  会場：北海道⼤学クラーク会館 2 階⼤研修室 

（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 
  例会⻑：家⼦正裕（北海道医療⼤学教授） 
  参加費：無料 
 
第 27 回⽇本臨床化学会北海道⽀部例会との合同開催です。今年度は⽇本臨床化学会 
年次学術集会中の開催であるため⼀般演題募集は⾏っておりません。 
 
【プログラム】 
⽀部会幹事会（11:50~12:15 北海道⼤学クラーク会館 2 階集会室５） 
教育講演 9（⽇本臨床検査医学会北海道⽀部総会・⽇本臨床化学会北海道⽀部共催） 
｢酵素恒常性維持における⾚⾎球造⾎系の役割とその破綻による病態への影響｣ 
（13：30〜14：30 北海道⼤学クラーク会館 1 階講堂） 
座⻑：家⼦正裕（北海道医療⼤学⻭学部内科学講座） 
講師：鈴⽊教郎（東北⼤学医学系研究科創⽣応⽤医学研究センター酵素医学分野） 
⽀部総会（15:10~15:30 北海道⼤学クラーク会館 3 階⼤集会室） 
⽀部共催シンポジウム（⽇本臨床検査医学会北海道⽀部・⽇本臨床化学会北海道⽀部共催）
「臨床検査の進歩」（15:30~17:30 北海道⼤学クラーク会館 3 階⼤集会室） 
座⻑：藤井 聡（旭川医科⼤学病院臨床検査・輸⾎部） 
   清⽔ ⼒（北海道⼤学病院検査・輸⾎部） 
 １．超⾳波検査における最近の話題（旭川医科⼤学病院臨床検査・輸⾎部 ⾚坂和美） 
 ２．微⽣物検査の迅速化と感染症診療への貢献 

（札幌医科⼤学附属病院 検査部 品川雅明） 
 ３．認定維持 10 年、あらためて ISO15189 を探求する（北海道⼤学病院検査・輸⾎部  

藤澤真⼀） 
 ４．WHO 分類と⾎液検査（北海道⼤学⼤学院保健科学研究院病態分析学分野 政⽒伸夫） 
 ５．Lupus anticoagulant 測定の意義とその標準化（北海道医療⼤学病院臨床検査部  

内藤澄悦） 
 
※教育講演 9 は、⽇本専⾨医機構認定臨床検査専⾨医 更新のための臨床検査領域講習 

1 単位に認定されています。 
※⽀部共催シンポジウムは、⽇本専⾨医機構認定臨床検査専⾨医 更新のための臨床検査
領域講習２単位に認定されています。 

 
事務局（連絡先）：北海道⼤学病院検査・輸⾎部 安⽥慶⼦ 
（TEL: 011-706-5710、omiya@med.hokudai.ac.jp） 


